
●水道記念館のリニューアルオープンについて

平成 17 年 12 月から進めてきた水道記念館の改修工事がことし３月末に完了し、５月 26
日にリニューアルオープンいたします。
新しい水道記念館は「もいわで体験！水の旅」をキャッチフレーズに、展示室全体で大

自然から大都会そして海へと向かう水の旅を表現し、水道を通して自然環境と人間の関わ

りを考え、水や自然の大切さを感じ取ることができる施設となります。

また、個々の展示物は、手に取って触れることができたり、操作に反応したりするなど、

参加性・体験性を重視したものを数多く設置し、さまざまな体験や遊びの中から興味を持

ったり、知識を広げたりすることができる工夫を凝らしています。

１ 水道記念館の歩み
水道記念館は、昭和 12 年に建設された札幌市の創設浄水場である旧藻岩第一浄水場の

建物の一部を活用して昭和 52 年に開館。隣接する藻岩浄水場の改修工事に伴い平成９年
から休館していました。

２ 施設の概要

所 在 地：中央区伏見４丁目（市電「ロープウェイ入口」下車、徒歩約 10 分）

電 話 番 号：561-8928

開 館 時 間：午前９時 30 分～午後４時 30 分

休 館 日：月曜日（祝日の場合は翌日）

入 館 料：無料

構造・規模：ＲＣ造地下２階地上３階建

３ 施設の特徴

(1) アクアミュージアム

楽しみながら学んでもらうため、展示スペース「アクアミュージアム」では、水循

環を表す「水の旅」というストーリーを展開し、実際に手に取って触れることのでき

る展示や利用者の操作に反応する展示など、参加性や体験性を重視した展示物を数多

く設置しています。

＜アクアミュージアム・各ゾーン＞

① 水源の森

水の旅の始まりとして、このゾーンでは、「森と水」という視点から、水源の森の

豊かな自然について紹介します。

② 水工場

水源から各家庭へ安全でおいしい水が届けられるまでの工程や工夫、水や水道管

を守るためのさまざまな取り組みなど、水道事業の全容を紹介するゾーンです。

③ アクアタウン

時代ごとの視点、グローバルな視点から、人と水との関わりを見つめ直すゾーン

です。過去や世界各地の水事情を知ることで、札幌は水が豊かで水環境に恵まれて

いることを実感することができます。



④ サイエンスパーク

このゾーンは子どもたちに楽しく遊んでもらうことを主目的としています。遊び

の中で水の不思議や疑問に出合い、水の科学的な側面に興味を持つきっかけとなる

ような楽しい展示物を設置しています。
「エンジェルリング」 「水の大循環ジム」 「ウォッピースロット」

水鉄砲で的の図柄をそろえます。

吹き出る水蒸気に力を加えると 水をモチーフとしたジャングルジム
真っ白な「天使の輪」が。

⑤ もいわギャラリー

豊平川、藻岩山の生き物たちの姿や札幌の自然環境などを紹介しています。身近

な自然を見つめ直し、生命と水の深い関係や自然との共生、札幌の自然環境の未来

について、１人１人が考えることができるゾーンです。

また、「水源の森」ゾーンと展示を連動させ、再び森へと戻る水の大循環をイメー

ジさせます。

(2) コミュニケーションホール

「アクアミュージアム」への導入として、水路や壁泉などを設置し、水に包み込ま

れるような空間を演出します。

(3) 水道記念室

札幌の水道事業の歩みを後世に伝えるために、水道局が所蔵する水道にまつわる資

料や収蔵品を、保管を兼ねて展示しています。

(4) キッズルーム

小さな子どもと保護者を対象としたスペースです。ボールプールや迷路、クライミ

ングウオールなど、子どもたちに人気の遊具を設置。

保護者同士のコミュニケーションの場としてもご利用いただけます。

(5) 水の図書館

「自然」「環境」「水道」「くらし」「科学」などさまざまなテーマで水について書か

れた本や、水道に関する資料などを所蔵しており、展示を見て興味を持ったこと、も

っと詳しく知りたいことなどを調べることができます。

(6) その他
屋外には、札幌市内を見渡すことのできる展望テラスを設置するとともに、記念館

前面の配水池上面を活用した広場スペースを設け、広く市民に開放します。



本施設は、さまざまな集客施設と大自然の潤いを併せ持つ藻岩山山麓に位置してい
ることから、周辺施設との調和・連携を図りながら市民や観光客が気軽に立ち寄れる
オープンスペースとして充実させ、潤いのあるまちづくりに貢献することを目指しま
す。

※ 館内は、誰もが安心して利用できるよう、バリアフリーに配慮し、エレベーター、
エスカレーターの設置や段差の解消はもちろんのこと、案内サインについても工夫を
しています。

４ 浄水場見学プログラム等

藻岩浄水場に隣接する利点を生かし、浄水場の見学プログラムを予定。水道記念館の

浄水過程に関する展示等とリンクさせることにより、利用者の学習効果を一層高め、設

備等を実際に見たり、触れたりすることのできる貴重な機会を提供します。

５ 事業費

総額 約 11 億７千万円

６ リニューアルオープン記念式典

平成 19 年５月 26 日（土）午前９時～午前９時 30 分（一般開放は 11 時から）

７ 報道機関および周辺住民等を対象とする事前公開

平成 19 年５月 19 日（土）、22 日（火）午前 10 時～正午、午後１時～午後４時

水道局公式キャラクター「ウォッピー」

問い合わせ先

水道局総務部総務課 木内、赤沼

電話：２１１－７００７

水道記念館 盛田

電話：５６１－８９２８


